
 

（第２号様式）   
令和８年４月15日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立 柏陽高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視
点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月２日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教
育
課
程 

学
習
指
導 

①基礎学力の定着、思考

力・判断力・表現力及び

課題発見解決力の育成を

目指した授業改善に取り

組む。 

 

 

 

 

②生徒が主体となって課

題を解決し、自律自走す

る学校行事運営や生徒会

活動を目指す。 

①生徒の学習習慣の定着及

び基礎学力の向上を図る。

組織的な授業改善の充実を

図り、思考力・判断力・表

現力の育成を図る。 

 

 

 

 

②各行事や生徒会活動につ

いて、生徒がより計画性を

もって組織的に企画運営し

ていけるよう、要所を押さ

えた支援を行う。 

①学年、教科で連携し、授

業や課題、実力アップ講習

を通して、基礎学力を向上

させる。互いの授業見学等

を行うことにより、思考

力・判断力・表現力の育成

を達成できる授業づくりを

追求する。 

 

 

②特に各行事の企画運営に

向けたスケジューリングを

丁寧に支援することを通し

て、自律自走を促してい

く。 

①生徒による授業評価の各設

問の回答の平均値が４段階で

3.25 を上回った割合が 80％

以上になったか。 

 

 

 

 

 

②学校評価アンケートの学校

行事等において「主体的に取

り組むことができたか」の項

目で、肯定評価80％以上を達

成できたか。 

①全教科の各設問の回答の平

均値は、すべての設問で、

3.25を上回った。なお、学力

向上進学重点校の指標とされ

ている設問「単元の学習の中

で、議題について自分の考え

をまとめたり、解決方法につ

いて考える場面がある」は

3.36 で最も高く、昨年度の

3.32を上回った。 

②各行事等の目標達成に向け

たスケジュールリングを丁寧

に支援したことで、自律的な

運営につながった。その結

果、各学年ともに、90％前後

の肯定評価が得られた。 

①思考力・判断力・表現力

の育成を掲げ、組織的に授

業参観強化週間や研究授業

を実施しているが、生徒に

よって基礎学力の定着度合

いに差が生じている。組織

的な授業づくりに加え、実

力アップ講座の充実を図

り、全体的な底上げを図り

たい。 

 

②生徒主体で自律的に充実

した学校行事運営および生

徒会活動がなされるよう、

引き続き組織的・計画的な

支援を行う。 

①授業についての生

徒アンケート結果

で、レーダーチャー

トが教科や項目に対

してばらつきがな

く、きれいな形にな

っている。今後も継

続してほしい。 

 

 

 

 

②文化祭は来場者が

とても多く、生徒た

ちによる装飾も凝っ

ている。 

①授業改善の取り組みの

成果として、授業評価に

おいてすべての項目で昨

年を上回ることができ

た。一方で、実力アップ

講座については、学年が

上がるにつれて参加者が

減少する傾向があり、よ

り一層の充実を図りた

い。 

 

②行事や生徒会活動の自

律的な運営を適切に支え

ることができた。高評価

を維持できるよう、支援

の在り方を組織的に継承

していく必要がある。 

①実力アップ講座に関し

て、より積極的に生徒へ

周知するとともに生徒の

ニーズに合った講座の設

定や開催時間を検討し、

生徒が参加しやすい環境

を整える。 

 

 

 

 

②生徒が主体となって課

題解決していくべき部分

を明確にし、要所を押さ

えた指導を維持発展でき

るよう、組織として継承

していく。 

２ 

（
幼
児
・
児
童
・
）
生
徒
指
導
・
支
援 

①学校行事や部活動の運

営を通し、他者と協働し

て物事に取り組む態度の

涵養を図る。 

 

 

 

 

②教育相談体制の一層の

充実を図り、生徒一人ひ

とりの心身の成長を支援

する。 

①学校行事では各クラスの

企画等を通して多くの生徒

が他者と協働して取り組み

ながら成長する機会が得ら

れるよう枠組み等を工夫す

る。部活動では、引き続

き、要所を押さえた指導を

行う。 

 

②職員、SC、SSW が一体と

なって支援にあたることが

できるよう組織的な相談体

制を整える。 

①必要に応じて LHR 計画を

更新しながら、可能な限り

LHR の時間を有効に活用で

きるように配慮する。部活

動では、引き続き顧問を中

心に緩急をつけた指導を行

う。 

 

 

②SC、SSW の勤務日を極力

同日にし、教育相談コーデ

ィネーター等とより連携を

とれる体制を整える。ま

た、SC、SSW が対応可能な

事案を職員へ周知し、積極

的な活用を目指す。 

①学校評価アンケート等の学

校行事・部活動の取組状況や

満足度で肯定評価80％以上を

達成できたか。 

 

 

 

 

②学校評価アンケートの教育

相談等に関する項目につい

て、肯定評価80％以上を達成

できたか。また、SC、SSW と

効果的に連携することができ

たか。 

①LHR 計画の活用について

は、従前より意識されるよう

になった。行事担当及び学

年、部活動顧問による要所を

押さえた指導の結果、学校行

事の充実、部活動の充実で、

それぞれ全体として 95％、

90％を超える肯定評価が得ら

れた。 

②「学校生活を充実させるた

めの様々な支援体制があっ

た」、「SC、SSW に相談しや

すい体制であった」という項

目の肯定的評価はそれぞれ

83％、63％であった。SC、

SSW の相談体制については前

年度比約 10％の向上となっ

た。 

①部活動や学校行事を通し

て、より多くの生徒が他者

と協働して取り組みながら

成長する機会が得られるよ

う、LHR 計画に限らず枠組

等を俯瞰し、模索試行して

いく。 

 

 

②アンケートの SC、SSW に

ついての項目は、23％が

「分からない」の回答であ

ったが、利用したことがな

い生徒が回答したことによ

ると考えられる。より気軽

に相談しにいけるよう積極

的に働きかけていく。 

①他者と協働するこ

とは地域との連携に

も繋がってくる。 

 

 

 

 

②気軽に相談しやす

い体制づくりを心掛

けてほしい。 

①学校行事、部活動の高

い満足度に加えて、地域

との連携についても裾野

が広がっている。地域連

携については、貴重な教

育機会と捉えつつも学習

時間確保等とのバランス

を考慮して計画する必要

がある。 

②SC、SSW を活用し、カ

ウンセリングの機会の増

加に繋げることができ

た。背景には、サポート

ドックと担任の協力があ

ったからだと思われる。

来年度も引き続き、教育

相談の充実に向けて、生

活支援グループ以外の職

員と連携し組織的な相談

体制を整える。また、SSW

の活用に向け、職員への

周知を積極的に行う。 

①地域との連携の教育的

価値を踏まえつつ、生徒

会行事、部活動等の適切

な年間活動計画を立案し

ていく。併せて引き続

き、他者との協働を通し

た成長を期した指導を志

向していく。 

 

②各学年の教育相談コー

ディネーターを中心に、

組織的な教育相談体制の

強化を図る。また、「か

ながわ子どもサポートド

ック」の結果を活用し、

サポートが必要だと思わ

れる生徒を積極的にSCや

SSW の面談に繋げてい

く。職員に対しても SSW

が対応できる事案を積極

的に紹介し、SC、SSW の

より効果的な活用を検討

する。 



 

 視
点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月２日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 

進
路
指
導
・
支
援 

①高い進路希望実現に向

け、生徒がグローバルな

視点を持って将来を設計

できるよう、また、自ら

のキャリア発達を意識で

きるよう、３年間を見通

した進路指導の充実を図

る。 

 

 

 

②「科学と文化Ⅰ・Ⅱ」

における探究活動と、デ

ィベート活動を軸とした

グローバル教育を、カリ

キュラムマネジメントの

中核に据え、次代を担う

人材に必要となる資質・

能力の育成を目指す。 

①生徒の高い進路希望の実

現を目指すため、進路指導

の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

②「科学と文化Ⅰ」と「科

学と文化Ⅱ」の“学びの繋

がり”の強化をとおして探

究の深化を図るとともに、

研究倫理教育の充実に取り

組む。また、校内外のグロ

ーバル研修や英語によるデ

ィベート大会等の充実を図

る。 

①３年間を見通した「進路

指導プログラム」に確実に

取り組む。また、大学入試

の変化について情報を収集

し、生徒、保護者、教職員

への周知を図る。 

 

 

 

 

②「科学と文化Ⅰ」の更な

る充実を図るとともに、

「科学と文化Ⅱ」における

“探究活動のルール”を見

直す。また、校内外のグロ

ーバル研修や英語によるデ

ィベート大会は旅行業者や

国際委員と協力して、内容

の充実を図る。 

①生徒及び保護者の面談、出

願指導検討会及び進路説明会

が有効であったか。大学入学

共通テスト得点状況は良好で

あったか。難関国立大学合格

者数 22 名以上、国公立大学

合格 45％以上を達成できた

か。 

 

 

 

②探究活動や課題研究の各種

外部大会等に参加する生徒数

が 10 名を超えているか。ま

た、校内外のグローバル研修

の振り返りにおいて、満足度

が高い感想や回答が得られる

か。 

①進路指導への肯定評価は

92.1％であった。難関国公立

大現役合格者は○○名(昨年

20 名)。国公立大学合格者は

○○名(昨年 113名)で、合格

率は○○％であった。保護

者、生徒に対して進路説明会

にて丁寧な情報提供を行っ

た。出願指導検討会を実施

し、参加した教員間で現状を

把握し、指導に活用できた。 

②科学と文化について、生徒

アンケート結果で肯定評価が

81.2％(２年生)だった。ま

た、校外グローバル研修では

満足した内容の振り返りがう

かがえた。 

①出願指導検討会に関わる

範囲を広げ、学校全体とし

て適切なアドバイスを行う

よう改善する。また、次年

度へは、今年度の合否結果

を加えた資料を作成し、４

月当初に職員間で共有し、

生徒へ伝えていく。57 期生

の進路状況は結果を待つと

ころだが、引き続き生徒の

高い進路希望を引き出し支

える指導を進める。 

②探究活動では校外発表者

を増やしていくために、案

内を含めて引き続き指導し

ていく。また、校内グロー

バル研修の参加人数が少な

かったため、内容の変更と

時期を動かすことにした。 

①大学入学共通テス

ト当日、校長をはじ

め、３学年の先生方

が応援に来ていた。

保護者も子どもをサ

ポートできる場面が

あれば協力したい。 

 

 

 

 

②生徒も教員も疲れ

ないように、量では

なくて質を高めてい

ってほしい。 

①生徒・保護者に対し

て、進路指導検討会を踏

まえた面談や進路説明会

を通じて有効な指導を行

うことができた。57 期生

の難関国公立大学合格者

数23名となり、目標を達

成することができた。国

公立大学合格者数 139 名

（44.6％）となり、わず

かに目標には届かなかっ

た。 

②アンケート結果は高い

数値だった一方で、現状

では校内の発表で留まっ

ている。校外発表者が増

えるように要項やポスタ

ーを掲示する等、引き続

き案内を強化する。 

①これまでの成果を踏ま

えて進路指導を実践する

ことで、継続的に高い進

路実績をあげることを目

指し続ける。また、グル

ープ担当だけでなく学校

として全職員がミスなく

適切な進路指導に取り組

む体制を充実させる。 

 

 

②今年度まで探究活動推

進チームで取り組んでい

たが、来年度からは業務

が研究・広報グループに

移行されるので、全体的

に情報共有がしやすくな

る。本校の学びの柱とし

て質を高めていく。 

４ 

地
域
等
と
の
協
働 

①生徒が活動する様子が

伝わる広報活動を目指

し、本校の魅力や特色を

積極的に発信する広報活

動を展開する。 

 

②保護者や地域、大学等

外部機関、行政機関等と

の協働連携を促進し、本

校教育力の向上を図る。 

①本校の教育活動につい

て、中学生や保護者、地域

の方に向けて、より見やす

くかつ迅速な情報発信に取

り組む。 

 

②保護者や地域、大学等外

部機関、行政機関等との協

働連携を促進し、教育活動

の充実を図る。 

①生徒の活動の様子をより

詳しくわかるように説明文

だけでなく写真も掲載し、

期間を空けないように発信

する。また、学校説明会等

の予定も早めに告知する。 

②授業や学校行事、キャリ

アアップ講座等において、

行政機関、大学研究機関、

地域、民間等と連携した教

育活動の充実を図る。 

①学校説明会等におけるアン

ケートで、ホームページから

適切に情報を伝えているとい

う肯定評価90％以上を達成で

きたか。 

 

②授業や学校行事、キャリア

アップ講座等における講師や

地域の活用状況や、学校評価

アンケートの肯定評価が80％

以上を達成できたか。 

①学校説明会で行ったアンケ

ートで、ホームページの情報

についての肯定評価が

83.9％、役に立ったと回答し

た肯定評価が88.5％だった。

学校の情報を十分に発信する

ことができた。 

②キャリアアップ講座をはじ

め、進路に関する東大 in 柏

陽、科学大 in 柏陽を実施し

た。また、キャリア教育に対

する学校評価アンケートの肯

定評価は88.5％だった。 

①学校行事については写真

を入れて期間を置かずに更

新したい。また、今後は今

まで載せていない行事や授

業の場面も発信していきた

い。 

 

②キャリアアップ講座の受

講について、人数が少ない

講座がある。より魅力的な

講座の設定、周知方法を検

討していく。 

①情報発信をこれか

らも続けて、柏陽高

校の取組や行事を紹

介してほしい。 

 

 

 

②地域との協働につ

いてもう少し明文化

してほしい。栄区か

らもっと柏陽高校に

入学してほしい。 

①中学生や保護者が気に

なる情報を発信できた一

方で、写真やコンテンツ

を増やす必要がある。見

て活動の様子がわかるペ

ージを更新する。 

②進路や教養という観点

でのキャリアアップは十

分にできた。地域と根差

した関係づくりができて

いるので明文化する。 

 

①日々の授業やちょっと

したイベント等も更新で

きるとよい。日を空けな

いように注意する。 

 

 

②学校行事や部活動派遣

等を通して、地域交流を

活発にしていく。本校側

から地域に対しての要望

等もあれば加えて連携し

ていきたい。 

５ 

学
校
管
理 

学
校
運
営 

①教育環境の変化に迅速

に対応し、前向きに課題

に取り組む雰囲気を醸成

し、魅力と活気ある学校

づくりに取り組む。 

 

 

 

 

②各種会議を計画的に実

施し、効率的な学校運営

に取り組むとともに、安

全安心な教育環境を整備

する。 

①定期的な研修会等によ

り、職員間の信頼関係を高

め、課題に前向きに取り組

む魅力と活気ある学校づく

りに取り組む。 

 

 

 

 

②ICT の利活用を推進する

とともに、円滑で効率的な

学校運営に取り組み、安全

安心な教育環境を図る。 

①職員同士が尊重し合える

職場を目指すために、人権

研修会および不祥事防止研

修会を実施する。職員間の

情報共有を積極的に推進す

る。 

 

 

 

 

②ICT の利活用を推進し、

校務の効率化を図るととも

に、防災研修会など地域と

連携した防災対策を進め

る。 

①職員人権研修会の取組状況

等による検証はできている

か。職員間の報告・連絡・相

談を励行しているか。 

 

 

 

 

 

②ICT の利活用により、業務

の効率化を図れたか。防災訓

練の実施状況等による検証は

できているか。 

①本校 SSWによる職員向け人

権研修会では、グループワー

クでの話し合いを実施し、職

員間の情報共有等にも寄与す

ることができた。また、定例

職員会議日には、不祥事防止

研修会も実施し、職員間での

報告・連絡・相談体制の構築

と活気ある職場組織にも貢献

した。 

②電子黒板の導入に伴い、職

員向け研修会を実施するとと

もに、職員間での情報共有も

進めることができた。また、

年度当初に計画した３回の防

災訓練を着実に実施すること

ができた。  

①人権研修会におけるグル

ープワーク等は、職員間の

共通理解や同僚性を育む上

でも有効であると考え、今

後も取り入れていく。さら

に、毎月実施される不祥事

防止研修会を確実に実施し

ていく。 

 

 

②電子黒板の導入や「すぐ

ーる」の導入など、慣れな

い部分はあるが、業務の効

率化を図るためにも、丁寧

にＩＣＴ活用策を検討して

いく。また、引き続き消防

署だけでなく地元消防団の

協力を得て、より効果的な

防災訓練を実施する。 

①AED の研修等も継

続して行ってほし

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②デジタル教材を使

用するようにしてほ

しい。 

①人権研修会を行うこと

で人権意識を高めるとと

もに、栄消防署の指導に

よる AED 研修は人命第一

の体制を取ることができ

ている。さらに、不祥事

防止研修会も引き続き実

施していく。 

 

 

②電子黒板に関する情報

提供等を実施すること

で、比較的スムースに導

入に職員が慣れることが

できた。日進月歩のデジ

タル世界について、人材

育成と情報提供をどのよ

うに進めていくかが常に

課題である。 

①防災研修をはじめとし

た栄消防署の指導を今後

も継続して仰いでいく。

不祥事防止研修について

も着実に丁寧に実施す

る。 

 

 

 

 

②デジタル教材について

は、各教科でどのような

使用方法等があるかとい

った動向等を踏まえ対応

していきたい。 

 

 


